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土器（第８～ 10 図）

　１は覆土中から出土した大型深鉢土器である。

床面から若干の間層をはさんで、概ね３カ所に分

かれて出土した。キャリパー形の深鉢で、口縁部

から胴下半部にかけての部分が残存する。水平口

縁で、口縁部には楕円形区画文と形骸化した渦巻

文からなる文様帯を持つ。頸部は無文帯を持ち、

胴部には幅広の沈線を伴う２本一組の隆帯によっ

て大柄の渦巻文が描かれる。地文はＲＬ単節の縄

文で、口縁部では横位回転、胴部では縦位を基本

としてモチーフに沿って充填施文されている。

　現存高 54.1 ㎝、復元最大径 66.5 ㎝である。

胎土はややシルト質で、白色の砂粒を混入する。

　２は石囲い炉の北東部の床面から出土した伏甕

である。キャリパー形深鉢で、胴部中段以下を欠

失している。

　幅広の沈線を伴う扁平な隆帯により文様が描か

れる。口縁部に区画文が巡り、形骸化した渦巻文

が４単位配される。渦巻文の直下には小楕円形の

モチーフが重畳して縦位の区画帯を形成し、胴部

文様帯を縦に４分割している。区画帯の左右には

大柄の渦巻文が描かれ、末端はわらび手状の小渦

巻文となっている。

　文様は１の大型深鉢と酷似するが、頸部に無文

帯をはさまない点は異なっている。地文はＲＬ単

節の縄文で、口縁部では横位回転、胴部では縦位

を基本としてモチーフに沿って充填施文されてい

る。現存高 24.4 ㎝、復元最大径 33.3 ㎝である。

胎土に多量の砂とシルトを含む。

　３は出入り口部の埋甕である。胴下半部をほぼ

水平に打ち欠いているほか、口縁部も欠失してい

るが、こちらは埋設後の風化により失われた可能

性もある。寸胴気味の器形で胴部中段に軽微なく

びれを持ち、全面に櫛歯状工具による縦位の条線

が施文される。図化はできなかったが、口縁側の

破断面に、部分的に直径２～３㎜程度の刺突痕を

みることができ、口縁直下に列点文が巡っていた

ものと考えられる。現存高 14.6 ㎝、復元最大径

17.8 ㎝である。胎土にチャート・片岩等の亜角

礫が含まれる。外面上半部には煤が付着し、内面

は箆磨きが徹底される。

　４は小型精製の深鉢口縁部である。大半が覆土

中からの出土だが、一部の破片が伏甕付近から出

土している。

　口縁部文様帯を持たず、平行沈線による波状な

いし逆Ｕ字の磨り消しモチーフが連続して描かれ

る。地文はＲＬ単節の縄文で、口縁直下では横

位回転、他は縦位回転で施文されている。現存高

7.0 ㎝、復元最大径 24.3 ㎝である。外面に煤の付着

が観察される。

　５以下は破片資料を一括した。ほとんどが加曾

利ＥⅢ式期に属するが、一部新しい時期のものも

含まれる。

　５～ 11 はキャリパー形深鉢の口縁部である。

扁平な隆帯と幅広の沈線で楕円形の区画文を構成

する。渦巻文はみられないが、形骸化が進んでい

るものとみられる。口唇断面は丸く肥厚するもの

が多いが、７・８ではほとんど肥厚せず内削ぎ状

になっている。

　12 ～ 14 は口縁部文様帯と胴部との境界部分

の破片である。隆帯＋沈線により楕円形区画が描

かれ、胴部の磨り消し懸垂文に接続している。

　15 ～ 21 は磨り消し懸垂文の胴部である。18

は地文部に単沈線による蛇行懸垂文が描かれる。

　22 ～ 24 は口縁部文様帯を喪失する一群であ

る。地文縄文は縦位回転を基本として口縁直下の

み横位回転となっている。22 は単沈線による逆

Ｕ字文が描かれる。23 は磨り消しによる逆Ｕ字

文である。

　25 は磨り消し縄文のみられる破片で、内面が

剥落するが、強く内湾する胴上半部とみられる。

　26・27 は磨り消し縄文によるＨ字文がみられ

る。28 は磨り消し文様の間隙にわらび手状の沈

線が描かれる。
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第８図　第１号住居跡出土土器（１）
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　29 は加曾利ＥⅣ式で、小型精製深鉢の口縁部

である。緩やかな波状口縁をなすものとみられ、

胴部に磨り消し縄文による鋸歯文が描かれる。　

　30 は無文地に鋭利な沈線文のみられる胴部で、

同時期のものと考えられる。

　31・32 は縄文のみの胴部破片である。加曾利

ＥⅢ式期のものと考えた。31 は左側に縦位の沈

線がみられ、磨り消し懸垂文の一部と考えられる。

　33 は沈線地文の土器である。口縁直下に箆状

工具末端による斜位の刺突列が巡り、胴部との境

を１条の沈線で区画する。胴部には縦位の集合沈

線が密に施文される。地文は持たず、箆状工具に

よる斜位の撫で調整が観察される。

　34・35 も類似の沈線地文がみられ、35 は 33

と同一個体の可能性もある。

　36 ～ 42 は櫛歯状工具の条線を地文とする土

器である。36 ～ 39 は小型の深鉢口縁部である。

口唇断面は丸頭棒状でわずかに肥厚する。40 ～

42は胴部破片である。43は無文の深鉢口縁部で、

縦位の研磨が観察される。

第９図　第１号住居跡出土土器（２）
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石器（第 11・12 図）

　１～３は打製石斧である。１は覆土上層から出

土した撥形の石斧である。胴部から基部にかけて

細かな調整剥離が集中する一方、刃部はほとんど

無加工で、未成品の可能性もある。刃部は楕円形

で、背面に原礫面、腹面に主要剥離面を残してい

る。全長 9.9 ㎝、幅 5.3 ㎝、厚さ 1.9 ㎝、重さ

92.8g で、石材は砂岩である。

　２は短冊形で、背面基部側に原礫面を残す。背

面両側縁、腹面右側縁からの調整剥離により長方

形のプロポーションを作り出している。全長 8.6

㎝、幅 4.0 ㎝、厚さ 1.7 ㎝、重さ 65.8g で、石

材は安山岩である。

　３は刃部を欠失するが、短冊形の打製石斧であ

ったと考えられる。両側縁が内向きに緩やかなカ

ーブを描き、基部末端が末広がりに開いている。 

第 10 図　第１号住居跡出土土器（３）
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現存部分の長さ 7.5 ㎝、幅 4.1 ㎝、厚さ 1.7 ㎝、

重さは 71.0g で、石材は安山岩である。

　４～８は磨り石およびその転用品と考えられ

る。４は長楕円形の自然礫を両面使用し、片面が

凹石に転用されている。長さ 13 ㎝、幅 7.2 ㎝、

厚さ3.7㎝、重さ489.7gで、石材は閃緑岩である。

　５は小判型の磨り石で、両面および側縁部が

いちじるしく使い込まれ多面体を形成している。

また、片面が凹石として転用されている。長さ

17.5 ㎝、幅 8.2 ㎝、厚さ 4.3 ㎝、重さ 1019g で、

石材は閃緑岩である。

　６は棒状の磨り石で、ハンマーとしても使われ

た可能性がある。側面に擦痕、両端部にあばた状

の打痕が残される。長さ 8.5 ㎝、幅 1.9 ㎝、厚

さ 1.5 ㎝、重さ 27.9g で、石材は砂岩である。

　７は扁平な自然礫の両面を使用する。長さ 9.4

㎝、幅 6.8 ㎝、厚さ 3.4 ㎝、重さ 322.8g で、石

材は閃緑岩である。

　８は円形の磨り石で、両面を使用する。長さ

7.4 ㎝、幅 6.9 ㎝、厚さ 4.8 ㎝、重さ 363.9g で、

石材は閃緑岩である。

　９は凹石である。板状節理の自然礫をほぼ無加

工で使用し、片面のみ３か所の円孔が観察される。 

長 さ 16.7 ㎝、 幅 13.9 ㎝、 厚 さ 6.4 ㎝、 重 さ

第 11 図　第１号住居跡出土石器（１）
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1614.6g で、石材は絹雲母片岩である。

　10 は石皿片とみられる。表面右下に石皿とし

ての使用面であるすり鉢状の凹部が残るほか、扁

平な背面にも広く擦痕が観察される。また、凹石

としても転用され、表裏に複数の円孔が観察され

た。長さ 24.9 ㎝、幅 22.3 ㎝、厚さ 4.4 ㎝、重

さ 3387.2g で、石材は絹雲母片岩である。

　11 は石皿である。扁平な自然礫をほぼ無加工

で使用する。表裏に平坦な使用面を持ち、擦痕が

観察される。長さ30.0㎝、幅21.5㎝、厚さ4.0㎝、

重さ 4408.5g で、石材は閃緑岩である。

　このほかに、図化し得なかったが磨り石片４点

が出土している、石材はいずれも閃緑岩である。

また、剥片・石核類が 14 点出土している。石材は、

小型の剥片ではチャートを中心に黒曜石や黒色頁

岩が若干混じる。大型の剥片には安山岩と黒色頁

岩が存在する。

第 12 図　第１号住居跡出土石器（２）
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２．遺構外出土遺物
縄文土器（第 13 図）

　縄文時代前期から後期にかけての土器が出土し

ている。１～５は前期の諸磯ｂ式である。半裁竹

管状工具による沈線文を地文とする。１は口縁部

で、斜位の集合沈線文がみられる。２～４は地文

縄文上に集合沈線が横走する。５は斜位の沈線と

横位の沈線区画が交錯する。

　６～13は諸磯ｃ式である。６・７・11は横位の、

８～ 10・12・13 は斜位ないし矢羽根状の集合

沈線を地文とする。また、６～８は貼付文を持つ。

　14 は前期末葉の十三菩提式で、結節浮線文が

みられる。

　15・16 は中期後葉の加曾利ＥⅢ式である。

15 は断面肥厚する口縁部で、幅広の沈線が巡る。

16 は口縁部文様帯下端を区画する隆帯で、幅広

の沈線を伴っている。

　17 ～ 21 は中期末葉から後期初頭にかけての

土器群である。17 ～ 19 は口縁直下に１条の沈

線が巡り、これに胴部の磨り消し懸垂文が連結す

る。18 は磨り消し縄文による渦巻文がみられる。

20 は磨り消し縄文による波頭状のモチーフで、

第 13 図　遺構外出土土器

第 14 図　遺構外出土石器
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３．土壙

左右に対向して玉抱き文を構成するものと考えら

れる。

　22 ～ 33 は同時期の胴部破片で、一部に加曾

利ＥⅢ式が含まれる可能性がある。22 は断面三

角形の微隆起線文による磨り消しモチーフが描か

れる。23 以下は沈線による磨り消し縄文である。

23 は胴部中段のくびれ部分で、胴上半部には渦

巻文が展開する。26 は下方に開放する逆Ｖ字の

モチーフで、上方にも同様のモチーフが対向して

配置されるものと考えられる。

　34 は後期前葉の堀之内１式である。上下一対

の盲孔を起点として平行沈線文が展開する。

石器（第 14 図）

　１はＣ区の撹乱から出土した短冊形の打製石斧

である。両側縁にごく緩いくびれを持つ。刃部は

鈍角で、胴部に反りを持たない。全長 10.0 ㎝、

幅 4.75 ㎝、厚さ 1.9 ㎝、重さ 99.7g で、石材は

安山岩である。

　２も打製石斧で、第１号溝跡から出土している。

分銅型の打製石斧だが、一側縁はくびれを持たず

ほぼ直線となっている。両側縁および基部に表裏

からの調整剥離がみられるが、刃部はほとんど無

加工である。刃部は鈍角で、胴部に反りを持たな

い。全長 11.4 ㎝、幅 6.35 ㎝、厚さ 2.5 ㎝、重

さ 204.4g で、石材は安山岩である。

　３はＣ区の撹乱から出土した有溝砥石である。

扁平棒状の自然礫であるが、一端を欠損する。全

面に擦痕が残され、片面のみ長軸方向に雨樋状の

凹部が存在する。現存部分の長さ10.8㎝、幅4.0㎝、

厚さ 1.8 ㎝、重さ 141.4g で、石材は緑色岩である。

　土壙は 33 基検出された。いずれも近世の遺構

である。調査区の東側と西側の二か所にまとまり

が見られ、平面形態は不整形のものが多いが、中

には長軸 60 ㎝前後の方形の土壙や長軸 2.30 ｍ

の短冊形の形態も見られた。

第１号土壙（第 15 図）

　Ｄ－４グリッドから検出された。平面形態は隅

丸方形である。規模は長軸 0.63 ｍ、短軸 0.58 ｍ、

深さ 0.13 ｍ、長軸方位はＮ－ 53°－Ｅである。

第２号土壙（第 15 図）

　Ｄ－４グリッドから検出された。南側は調査区

域外にあたる。平面形態は不整形である。規模

は長軸 1.66 ｍ、検出範囲で短軸 1.27 ｍ、深さ

0.24 ｍ、長軸方位はＮ－ 70°－Ｅである。

第３号土壙（第 15 図）

　Ｄ－４グリッドから検出された。平面形態は隅

丸方形である。規模は長軸 0.82 ｍ、短軸 0.49 ｍ、

深さ 0.08 ｍ、長軸方位はＮ－ 82°－Ｅである。

第４号土壙（第 15 図）

　Ｄ－４グリッドから検出された。平面形態は隅

丸方形である。規模は長軸 0.64 ｍ、短軸 0.55 ｍ、

深さ 0.12 ｍ、長軸方位はＮ－ 46°－Ｅである。

第５号土壙（第 15 図）

　Ｄ－４グリッドから検出された。平面形態は楕

円形である。規模は長軸 1.10 ｍ、短軸 0.49 ｍ、

深さ 0.19 ｍ、長軸方位はＮ－ 51°－Ｅである。

第６号土壙（第 15・17 図）

　Ｄ－４グリッドから検出された。北側は調査区

域外にあたる。平面形態は不整形である。規模

は長軸 1.48 ｍ、検出範囲で短軸 0.87 ｍ、深さ

0.16 ｍ、長軸方位はＮ－ 67°－Ｅである。出土

遺物は第 17 図１・２に掲載した。１は瀬戸の鉢、

２は常滑の擂鉢である。

第７号土壙（第 15 図）

　Ｄ－４グリッドから検出された。平面形態は隅

丸方形である。規模は長軸 0.71 ｍ、短軸 0.56 ｍ、

深さ 0.12 ｍ、長軸方位はＮ－ 27°－Ｗである。

第８号土壙（第 15・17 図）

　Ｃ・Ｄ－５グリッドから検出された。平面形

態はほぼ円形である。規模は長軸 1.21 ｍ、短軸
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第 15 図　土壙（１）
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1.04 ｍ、深さ 0.51 ｍ、長軸方位はＮ－４°－Ｗ

である。出土遺物は第 17 図３・４に掲載した。

３は瀬戸の碗、４は在地の焙烙である。

第９号土壙（第 15・17 図）

　Ｃ・Ｄ－５グリッドから検出された。平面形態

は楕円形である。規模は長軸 1.49 ｍ、短軸 0.98

ｍ、深さ 0.41 ｍ、長軸方位はＮ－ 33°－Ｗである。

出土遺物は第 17 図５に掲載した常滑の甕である。

第10号土壙（第 15 図）

　Ｄ－５グリッドから検出された。第４号溝と重

複している。南側は調査区域外にあたる。平面形

態は不整形である。規模は長軸 0.67 ｍ、検出範

囲で短軸 0.21 ｍ、深さ 0.35 ｍ、長軸方位はＮ

－ 67°－Ｅである。

第11号土壙（第 15 図）

　Ｄ－５グリッドから検出された。南側は調査区

域外にあたる。平面形態は不整形である。規模

は長軸 0.88 ｍ、検出範囲で短軸 0.35 ｍ、深さ

0.10 ｍ、長軸方位はＮ－ 66°－Ｅである。

第12号土壙（第 15 図）

　Ｃ－６グリッドから検出された。平面形態は不

整形である。規模は長軸 0.84 ｍ、短軸 0.78 ｍ、

深さ 0.06 ｍ、長軸方位はＮ－ 61°－Ｅである。

第13号土壙（第 15 図）

　Ｃ－４グリッドから検出された。第３・４号溝

跡と重複している。北側は調査区域外にあたる。

平面形態は不整形である。規模は長軸 1.29 ｍ、

検出範囲で短軸 0.59 ｍ、深さ 0.27 ｍ、長軸方

位はＮ－ 81°－Ｅである。

第14号土壙（第 15 図）

　Ｄ－２グリッドから検出された。平面形態は隅

丸方形である。規模は長軸 0.64 ｍ、短軸 0.53 ｍ、

深さ 0.26 ｍ、長軸方位はＮ－ 72°－Ｅである。

第15号土壙（第 15 図）

　Ｄ－２グリッドから検出された。平面形態は隅

丸方形である。規模は長軸 0.64 ｍ、短軸 0.51 ｍ、

深さ 0.29 ｍ、長軸方位はＮ－ 72°－Ｅである。

第16号土壙（第 15・17 図）

　Ｃ－３グリッドから検出された。平面形態は不

明である。規模は長軸 0.57 ｍ、短軸 0.32 ｍ、深

さ 0.11 ｍ、長軸方位はＮ－ 41°－Ｗである。出

土遺物は第 17 図６に掲載した瀬戸碗である。

第17号土壙（第 15 図）

　Ｃ－３グリッドから検出された。第 18 号土壙

と重複している。北側は調査区域外にあたる。平

面形態は不整形である。規模は検出範囲で長軸

1.27 ｍ、短軸 0.44 ｍ、深さ 0.16 ｍ、長軸方位

はＮ－ 11°－Ｗである。

第18号土壙（第 15 図）

　Ｃ－３グリッドから検出された。第 17 号土壙

と重複している。北側は調査区域外にあたる。平

面形態は不整形である。規模は長軸 3.42 ｍ、短

軸 1.55 ｍ、深さ 0.11 ｍ、長軸方位はＮ－ 72°－

Ｅである。

第19号土壙（第 16 図）

　Ｃ－３グリッドから検出された。第 20 号土壙

と重複している。平面形態は楕円形である。規模

は長軸 1.71 ｍ、短軸 0.74 ｍ、深さ 0.08 ｍ、長

軸方位はＮ－ 71°－Ｅである。

第20号土壙（第 16 図）

　Ｃ－３グリッドから検出された。第５号溝跡、

第 19 号土壙と重複している。平面形態は不整

形である。規模は長軸 0.89 ｍ、検出範囲で短軸

0.52 ｍ、深さ 0.08 ｍ、長軸方位はＮ－ 68°－Ｅ

である。

第21号土壙（第 16 図）

　Ｃ－３グリッドから検出された。第 22 号土壙

と重複している。北側は調査区域外にあたる。平

面形態は不整形である。規模は長軸 3.34m、検

出範囲で短軸 1.17 ｍ、深さ 0.06 ｍ、長軸方位

はＮ－ 66°－Ｅである。

第22号土壙（第 16 図）

　Ｃ－３グリッドから検出された。第 21 号土壙

と重複している。平面形態は不整形である。規模
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第 16 図　土壙（２）
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は長軸 1.11 ｍ、短軸 0.80 ｍ、深さ 0.16 ｍ、長

軸方位はＮ－ 77°－Ｅである。

第23号土壙（第 16 図）

　Ｃ－４グリッドから検出された。平面形態は不

整形である。規模は長軸 1.52 ｍ、短軸 0.60 ｍ、

深さ 0.14 ｍ、長軸方位はＮ－ 84°－Ｗである。

第24号土壙（第 16 図）

　Ｂ－７グリッドから検出された。第５号溝と重

複している。平面形態は不整形である。南側は調

査区域外にあたる。規模は検出範囲で長軸 5.02

ｍ、検出範囲で短軸 1.27 ｍ、深さ 0.13 ｍ、長

軸方位はＮ－ 67°－Ｅである。

第25号土壙（第 16 図）

　Ａ－８グリッドから検出された。第 30 号土壙

と重複している。平面形態は不整形である。規模

は長軸 1.82 ｍ、短軸 1.76 ｍ、深さ 0.14 ｍ、長

軸方位はＮ－ 89°－Ｗである。

第26号土壙（第 16 図）

　Ａ－８グリッドから検出された。平面形態は隅

丸長方形である。規模は長軸1.43ｍ、短軸0.52ｍ、

深さ 0.53 ｍ、長軸方位はＮ－ 47°－Ｗである。

第27号土壙（第 16 図）

　Ａ－８グリッドから検出された。第 29 号土壙

と重複している。平面形態は不整形である。規模

は検出範囲で長軸 2.13 ｍ、短軸 1.43 ｍ、深さ

0.37 ｍ、長軸方位はＮ－ 11°－Ｗである。

第28号土壙（第 16 図）

　Ａ・Ｂ－７グリッドから検出された。平面形態 

は不整形である。規模は長軸 1.48 ｍ、短軸 0.92

ｍ、深さ 0.28 ｍ、長軸方位はＮ－８９°－Ｗである。

第29号土壙（第 16 図）

　Ａ－８・９グリッドから検出された。第 27・

31 号土壙と重複している。北側は調査区域外に

あたる。規模は長軸 5.21 ｍ、短軸 0.91 ｍ、深

さ 0.41 ｍ、長軸方位はＮ－ 66°－Ｅである。

第30号土壙（第 16・17 図）

　Ａ－８グリッドから検出された。第 25 号土壙

と重複している。平面形態は隅丸長方形である。

規模は長軸 2.33 ｍ、短軸 1.06 ｍ、深さ 0.27 ｍ、

長軸方位はＮ－ 61°－Ｅである。出土遺物は第

17 図７に掲載した天目茶碗である。

第31号土壙（第 16 図）

　Ａ－８グリッドから検出された。第 29 号土壙

と重複している。北側は調査区域外にあたる。平

面形態は隅丸長方形である。規模は長軸 2.16 ｍ、

短軸 0.69 ｍ、深さ 0.65 ｍ、長軸方位はＮ－71°

－Ｅである。

第32号土壙（第 16 図）

　Ａ－７グリッドから検出された。北側は調査区

域外にあたる。平面形態は不整形である。規模

は長軸 0.77 ｍ、検出範囲で短軸 0.50 ｍ、深さ

0.12 ｍ、長軸方位はＮ－ 71°－Ｅである。

第33号土壙（第 16 図）

　Ｂ－７グリッドから検出された。平面形態は不

整形である。規模は長軸 2.22 ｍ、短軸 0.87 ｍ、

深さ 0.11 ｍ、長軸方位はＮ－ 87°－Ｅである。

第 17 図　土壙出土遺物
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４．井戸跡
　井戸跡は調査区の北東端で１基検出された。

第１号井戸跡（第 18 図）

　Ａ－ 10 グリッドに位置する。段丘の礫層を掘

り込んで構築されていた。形態は円形で、掘り方

の規模は上径 1.01 ｍ、下径 0.82 ｍである。調

査は崩落の危険があるため深さ 1.16 ｍまで掘削

をした。

　井戸の壁面には長径 20 ㎝前後の河原石が積ま

れ、隙間にこぶし大の河原石や片岩が充填されて 

いる。井戸跡の西側に石が検出された。石の下部

には浅い掘り込みが確認され、灰茶褐色の粘質土

が貼り込んであった。

　出土遺物は、覆土中から第 18 図１に掲載した

口径 5.8 ㎝の瀬戸焼の急須蓋が出土し、時期は近

世以降である。井戸跡の周囲から２～ 10 の鉄片

が出土している。２～７は鉄板状品、８は刀子、

９は断面が丸い棒状品、10 は断面が角状の棒状

品である。

第１表　土壙出土遺物観察表（第 17 図）

第 18 図　第１号井戸跡・出土遺物

番号 遺構 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備　　考 図版
１ ＳＫ６ 陶器 鉢 － [5.0] (14.0) Ｅ Ｉ 20 普通 灰白 瀬戸　内外面施釉　Ｂ区
２ ＳＫ６ 陶器 擂鉢 － [3.9] － Ｈ Ｉ Ｋ ５ 良好 にぶい褐 常滑　内外面施釉　Ｂ区
３ ＳＫ８ 陶器 碗 － [1.1] 7.2 Ｈ Ｉ 50 良好 灰黄 瀬戸　内外面施釉　底部にも釉がたれている

Ｂ区
6-6

４ ＳＫ８ 瓦質陶器 焙烙 (33.4) [5.5] － Ｃ Ｈ Ｉ Ｋ ５ 普通 灰黄褐 指頭痕
５ ＳＫ９ 陶器 甕 － [2.0] (12.6) Ｉ Ｋ 10 良好 灰白 常滑　内面にトチ痕　内面全面施釉　外面

施釉
6-6

６ ＳＫ１６ 陶器 碗 8.0 [2.3] － Ｋ 10 良好 灰白 瀬戸　内外面全面施釉 6-6
７ ＳＫ３０ 陶器 天目茶碗 － [1.0] [3.7] Ｉ Ｋ 40 良好 灰白 瀬戸　底部接地面以外施釉 6-6
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５．溝跡
　溝跡は５条検出された。第１・２号溝跡は並行

して、調査区を横断するように検出された。出土

遺物がないため時期は不明である。第３号溝跡と

第５号溝跡は第１・２次調査区の縁に沿って検出

されたことから、道路の両側側溝と考えられる。

現道を挟んで両溝の間隔は外側で約 7.5 ｍ、内側

で約 6.0 ｍとなり、旧道路幅が 6.0 ｍより狭か

ったことになる。出土遺物から近世以降の溝跡で

ある。

第１号溝跡（第 19 図）

　Ｄ－２・３グリッドを南西から北東に向かって

伸びる。断面形は逆台形である。規模は幅 0.75

～ 1.10 ｍ、長さ 2.20 ｍ、深さ 0.20 ～ 0.50 ｍ

である。走行方向はＮ－ 17°－Ｅである。

第２号溝跡（第 19 図）

　Ｄ－３グリッドを南西から北東に向かって伸

びる。断面形は逆台形である。規模は幅 0.75 ～

第２表　第１号井戸跡出土遺物観察表（第 18 図）

第３表　第３号溝跡出土遺物観察表（第 20 図）

第 19 図　第１・２号溝跡

第 20 図　第３号溝跡出土遺物

番号 遺構 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備　　考　　 図版
１ ＳＥ１ 陶器 蓋 5.8 1.8 － 60 良好 紫灰 瀬戸　№１ 6-6

番号 遺構 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備　　　考　　 図版
１ ＳＤ３ 瓦質陶器 焙烙 (31.2) [5.4] － Ｈ Ｉ Ｋ ５ 普通 にぶい黄橙 外面煤付着
２ ＳＤ３ 瓦質陶器 焙烙 － [2.7] (28.8) Ｃ Ｈ Ｉ Ｋ 10 普通 にぶい黄橙 外面煤付着
３ ＳＤ３ 土製品 大黒様 高さ3.5 ㎝  幅 2.3 ㎝

厚さ2.5 ㎝  重さ14.8g
Ｈ Ｉ 95 普通 にぶい橙 Ｂ区
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0.90 ｍ、長さ 2.20 ｍ、深さ 0.12 ～ 0.33 ｍで

ある。走行方向はＮ－ 20°－Ｅである。

第３号溝跡（第 20・21 図）

　Ｃ－４～ 7、Ｄ－３・４グリッドを南西から北

東に向かって伸びる。断面形は浅い皿状である。

重複する第４号溝跡、第６・13 号土壙に壊され

ている。北側が調査区域外にあたるため溝跡の幅

は不明である。検出範囲で長さ 25.30 ｍ、深さ

0.07 ～ 0.48 ｍである。走行方向はＮ－ 65°－Ｅ

である。出土遺物は第 20 図１～３である。１・

２は在地の焙烙の破片である。３は土製品の素焼

きの大黒様である。米俵の上に座り左手に大き

な袋を肩にかけ、右手に小槌を持っている。高さ

3.5 ㎝と小型である。

第４号溝跡（第 22 図）

　Ｃ－４・５、Ｄ－５グリッドを南北に伸びる。

重複する第３号溝跡を壊し、第 10・13 号土壙

に壊されている。断面形は逆台形である。規模は

幅 0.25 ～ 0.40 ｍ、長さ 2.90 ｍ、深さ 0.06 ～

0.22 ｍである。走行方向はＮ－ 19°－Ｗである。

第５号溝跡（第 23 図）

　Ａ－８・９、Ｂ－５～８、Ｃ－３～５グリッド

を南西から北東に向かって伸びる。第 16・20・

24 号土壙と重複し第 24 号土壙を壊している。

断面形は不明である。規模は幅 1.10 ～ 0.20 ｍ、

検出範囲で長さ 52.0 ｍ、深さ 0.25 ～ 0.50 ｍで

ある。走行方向はＮ－ 67°－Ｅである。

第 21 図　第３号溝跡 第 22 図　第４号溝跡
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第 23 図　第５号溝跡
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６．ピット

７．その他の出土遺物
「當百」と表記され金座後藤家の花押が鋳込まれ

ている。重量は 5.5 匁（約 20.5g）である。この他、

肥前、瀬戸、常滑などの陶磁器が出土している。

　調査区からは 11

基のピットが検出さ

れた。ピットは調査

区の西側Ｃ－３グリ

ッドに集中する。

　出土遺物は検出さ

れなかった。時期や

性格は不明である。

　調査区の遺構外からは近世以降の遺物が出土し

た。第 25 図１は古銭で「天保通寶」である。江

戸時代末期から明治にかけて流通した。裏面には 

123.70m 123.70m 123.70m 123.70m 123.70m 123.70m

123.00m123.70m 123.80m123.70m123.10m

調
査
区
域
外

調査区域外

C-3G Ｐ１

Ｐ７ Ｐ８ C-2G Ｐ９ C-3G Ｐ10 B-7G Ｐ11

Ｐ２ Ｐ３ Ｐ４ Ｐ５ Ｐ６
調査区域外

第４表　その他の出土遺物観察表（第 25 図）

第 24 図　ピット

第 25 図　その他の出土遺物

番号 遺構 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備　　　考 図版
１ グリッド 古銭 天保通寶 縦 48.20 ㎜   横 32.10 ㎜   厚さ 1.90 ～ 2.10 ㎜  重さ 20.5g Ａ－１０Ｇ　礫層　裏面に當百と花押
２ グリッド 陶器 蓋 － 2.5 (7.2) 45 良好 灰白 肥前　施釉　Ｂ－６Ｇ 6-6
３ ＳＪ１ 陶器 花瓶 － [4.8] － 80 良好 灰白 瀬戸　ＳＪ１上層
４ ＳＪ１ 陶器 碗 (6.5) 5.0 (3.6) 15 良好 白 肥前　ＳＪ１上層 6-6
５ 表採 陶器 皿 － [1.7] － Ｅ Ｉ 20 良好 灰白 瀬戸　施釉　Ｂ区 6-6
６ グリッド 陶器 碗 － [3.6] (7.0) 10 良好 灰白 肥前　施釉　Ｂ－６Ｇ 6-6
７ グリッド 陶器 碗 － [1.2] [6.0] 15 良好 白 肥前　施釉　Ｂ－６Ｇ 6-6
８ ＳＪ１ 陶器 天目茶碗 － [2.8] (5.6) Ｉ 15 良好 灰黄 瀬戸　ＳＪ１№７８　施釉 6-6
９ 表採 陶器 擂鉢 － [4.1] － Ｉ Ｋ 5 普通 灰白 常滑　Ｃ区

１０ グリッド 瓦質陶器 火鉢 － [2.1] (13.8) Ａ Ｈ Ｉ 10 普通 灰 回転ヘラケズリ　Ａ－７Ｇ
１１ グリッド 瓦質陶器 火鉢 － [9.3] － Ｃ Ｈ Ｉ Ｋ 5 普通 褐灰 ２次Ｃ－４Ｇ
１２ 表採 陶器 鉢 (26.6) [5.2] － Ｉ 5 良好 灰黄 瀬戸　施釉　Ｃ区撹乱
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Ⅴ　調査のまとめ
１．調査の成果 ２．縄文時代中期の様相
　立原小路遺跡は、埼玉県大里郡寄居町立原地内

に所在する。第１・２次調査では縄文時代中期の

竪穴住居跡１軒、近世の土壙 33 基、井戸跡１基、

溝跡５条、ピット 11 基が検出された。調査面積は

633㎡である。遺跡の標高は120～125ｍである。

　調査区の中央部で検出された縄文時代中期の住

居跡は、石囲い炉を伴う敷石住居跡である。炉跡

は造り替えが行われており、住居内には埋甕も検

出された。縄文時代中期後半の加曾利ＥⅢ式期の

敷石住居が検出されたことは注目すべき成果であ

る。これまで寄居町内で検出された敷石住居跡は、

樋ノ下遺跡や露梨子遺跡で知られているが、いず

れも縄文時代後期にあたる。立原小路遺跡で検出

された敷石住居跡は、埼玉県における敷石住居跡

の出現を考える上で貴重な資料となる。

　調査区東端で検出された近世の井戸跡は、井戸

壁面を 20 ㎝前後の河原石で円形に積み上げて構

築された石組み井戸である。時期は裏込めの土の

中から出土した常滑の急須蓋から、江戸時代末期

から明治時代と考えられる。

　５条の溝跡のうち、第１次調査区の第３号溝跡

と第２次調査区の第５号溝跡は現在の道路に沿っ

て検出されたことから、先行する道路の両側に設

けられた側溝と考えられる。掘削は出土遺物から

みて近世以降である。調査区からは道路に沿って

井戸跡や土壙が検出され、陶磁器が出土している。

このことから近世になると、遺跡周辺では道路沿

いに屋敷地が広がっていたと考えられる。

　遺跡名の立原小路は、小字名であるが、周辺に

は鉄砲小路、鍛冶小路などの地名が残り、北東約

600ｍにある鉢形城の城下町として整備されたこ

とからついた地名とみられる。しかし、今回の調

査では、この時期の遺構を検出することはできず、

中世の様相については明らかにならなかった。

　今回の発掘調査では中期後半の竪穴住居跡１軒

が出土した。調査地点の西 500 ｍには、勝坂～

加曾利Ｅ式期の大集落と目される増善寺遺跡が所

在しており、本遺跡はこれを母村とする衛星的な

小集落のひとつと考えることができる。

　第１号住居跡出土遺物のうち代表的なものを第

26 図に再掲した。４個体の復元土器のうち、明

らかに本住居跡に伴うのはＢの埋甕である。

　Ｄのキャリパー類深鉢は床面直上から出土した

伏甕である。周囲に浅い掘り込みを伴うが、一方

で口縁の一部が敷石上に乗っており、住居廃絶に

関わる何らかの行為に伴うものと考えられる。

　Ａのキャリパー類大型深鉢は覆土中～下層から

の出土であるが、その文様構成がＤの個体とほぼ

共通しており、同時期のものと考えていいだろ

う。Ｃの小型深鉢口縁部は炉周辺から出土してい

るが、一括遺物としての確実性は最も低い。

　全体として加曾利ＥⅢ式期の土器といえるが、

Ａ・Ｄについては口縁部の区画文が明瞭に残存し、

胴部に東信～北関東系の唐草文土器のモチーフを

取り入れている。キャリパー形の器形も崩れが少

なく、Ａでは頸部無文帯が残存するなど、総合的

に加曾利ＥⅢ式でも古相の土器群である。

　一方で、Ｃは波状・逆Ｕ字ないし玉抱きのモチ

ーフを磨り消し縄文により描き出すもので、加曾

利ＥⅢ式新段階の可能性がある。Ｂについては半

粗製的な土器であり、時期判定の材料に乏しい。

　出土状況にやや難のある C を除外すれば、立

原小路第１号住居跡出土土器は、加曾利ＥⅢ式の

古段階の一括資料であるということができる。

　周辺における同時期の遺構としては、同じ寄居

市内のゴシン遺跡第２号住居跡（加曾利ＥⅢ式新

段階）・秩父市（旧荒川村）の姥原遺跡第３号住

居跡（同ＥⅢ式古段階）を挙げることができるほ
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第 26 図　加曾利 E Ⅲ式期の円形敷石住居跡（縮尺不同）
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